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重点項目 

　
市教育委員会 教育長　上島 和久　

 教育センター 学校ボランティア室
 　  64‐8864 　  64‐8802

皆さんが知っている名張のことを子ども
たちに教えるボランティアを募集します。
日時　3月22日木 午後３時～４時30分
場所　教育センター（百合が丘西 5）
申込　3月 15日木までに、電話かファク
　スで問い合わせ先へ　　◎参加無料

重点項目 

・名張のお正月
・「旧町」探検
・ぶどうづくり名人
・地域のお店 など

・むかしのくらし　
・名張の祭りや自然
・公共施設　
・住宅地の開発
・市民生活とごみ
・名張にも戦争があった
・市民がつくる祭り　・新田開発　
・くらしを支える取り組み など義

務
教
育
９
年
間
を
通
し
て
、子
ど
も
た
ち
が
名
張
の
自
然
や
歴

史
、伝
統・文
化
、人
、産
業・観
光
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
で
、ふ
る
さ
と

へ
の
愛
着
と
、そ
れ
ら
を
引
き
継
ぐ一人
で
あ

る
と
い
う
意
識
を
高
め
る
た
め
、ふ
る
さ
と

学
習「
な
ば
り
学
」を
創
設
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
学
習

内
容
を
設
定
し
、平
成
３０
年
度
は
、小
学
１
年

か
ら
４
年
で
、３1
年
度
か
ら
は
、小
学
５
年
か

ら
中
学
生
で
試
行
的
に
始
め
て
い
き
ま
す
。

・室生赤目青山国定公園
・伊賀牛、伊賀米、酒造りに携わる人々
・名張の食文化
・伝統工芸
・名張の農業
・名張藤堂家邸
・初瀬街道 など

◎ 忍者が生まれたまち名張
◎ 名張につたわる
　 ことば・うた・あそび

子どもと学ぶ  ふるさと学習「なばり学」にご協力ください。
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9年間の系統的、連続的な「ふるさと学習」の学びを通して、将来の名張市を担う子どもたちを育てます。

    生まれ育ったふるさとの景色、そこで学んだことや体験したことは、いつま
でも記憶に残ります。ふるさと学習「なばり学」は、名張を知り、誇りに思い、
名張のことを語り、発信することができる子どもに成長してほしいという思
いから始めるものです。この学習に使用する資料集も多くの皆さんに協力
いただき作成しました。子どもたちには、教室だけでなく、現地学習も
取り入れて、直接見て触れて学ぶことも予定しています。
　また、学校の先生だけでなく、名張のことを良く知る地域の皆さん
をゲストティーチャーとしてお招きし、一緒に名張のことを学習で
きればと考えています。皆さんのご協力をお願いします。

ふるさと学習「なばり学」
ゲストティーチャー研修会

◎ 赤目四十八滝
◎ 名張川とダム

◎ 福祉のまちづくり
◎ 名張の戦争     ◎ 人権尊重
◎ 世界とつながるまちづくり

重点項目 

重点項目

・黒田の荘　
・松明調進
・天正伊賀の乱　
・名張の気象
・地域のまちづくり
・名張からの情報発信
・企業の社会的責任と社会貢献 など

小学 1・2

小学 5・6

小学 3・4

中学1～3
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ふるさと学習「なばり学」学習資料集

◎は、現地学習を含め重点的に学習する項目

などなど

◎ 伊賀米づくりと人
◎ 名張の工業
◎ 美旗古墳・夏見廃寺・
　 観阿弥創座の地


